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	スライド 1: ○事業実施地区、実施主体 　　甲州市　ぶどう減農薬アラートシステム研究会  ○事業目的 　（１）導入する新技術及び機械・設備内容 　　　　SDGs農業サービスモールドアイ　  　（２）新技術導入等の理由及び期待される効果 　　　オーガニックワインの世界市場規模が年平均12％のCAGRで成長してい 　　る中で、国内で出荷される酒類全体に占める有機ワインの割合は0.01％ 　　に留まっている。 　　　本技術を導入し有機栽培を始める農家を支援することにより、 　　　・有機ワインを造る農家数の増加
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